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学校祭2018～笑顔満祭、愛と感謝を込めて～ 

来場者数２９００人！！天候にも恵まれ大盛況でした。 
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学校祭・・・1～2P     クリスマス会・・・3P    国立病院看護研究学会・・・4P 

ナーシングセレモニー、学習発表会・・・5～6P    小児看護学実習Ⅰ・老年看護学実習Ⅰ実習まとめの会・・・7～8P 

第 108 回看護師国家試験に向けて・・・9Ｐ      看護師国家試験激励（お知らせ）・・・10P 
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平成 30年 10月 20～21日に学校祭を催し、2日目には 2900人以上の来場者に来 

ていただき、とても盛況でした。私はイベント係を担当しました。イベント係は、 

今年度の学校祭のテーマ「笑顔満祭～愛と看謝を込めて～」に沿って、来場者の方々 

が笑顔で安らげる空間を作るために学生が協力して準備を進めてきました。 

 当日、講堂では本校手話部、真田先生率いる少年少女合唱団の皆様、紫幸会代表の 

肥塚由美子先生、島根県立大学軽音楽部の皆様、石見神楽熱田保存会の皆様によりス 

テージを大いに盛り上げていただきました。また、講堂の一角に無料カフェスペース 

を設け、来場者の方々に飲み物を提供し、くつろぎながら催し物を見ていただきまし 

た。2階ではハンドマッサージを実施し、アロマの香りとともに日頃の疲れを癒して 

いただける空間を作り、「気持ちよかった」などの感想をいただきました。1 階ではちびっ子ランドを運営し、来

場した子ども達が楽しめる空間となりました。 

 リーダーの経験を通して、周囲と連絡を取り、進行状況を報告し、何かあれば相談して共有することが学校祭の

成功につながると感じました。今後の学校生活や実習でも「ほう・れん・そう」を適切に行い、将来はチーム医療

の一員となれるように行動したいです。学校祭までの約半年間、企画や運営に関して大変な面が多くありましたが、

先輩のアドバイスや同級生・下級生のサポートにより無事に学校祭を終えることができたことに感謝しています。

ありがとうございました。 

～学校祭 2018～ 

２年生 松村 美月 
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ハンドマッサージ 模擬店 

石見神楽 少年少女合唱団 

県立大学バンド演奏 フリーマーケット 

今年１年生となった私たち 66期生にとって、初めての学校祭でした。様々な係 

がある中で、私は会計係を担当しました。当日、会計係は模擬店の食券販売を行い 

ました。天候に恵まれ、多くのお客様に足を運んでいただきました。慣れない接客 

でしたが、お客様は温かい笑顔で接してくださいました。実際にお客様を目の前に 

してみて「商品やアレルギーの説明をもう少し分かりやすくすべきだった。」など、 

伝える難しさを知り、反省点も見えてきました。相手を気遣い分かりやすく丁寧に 

情報を伝えることは私たちが目指す看護師にとって大切なことです。私たちは学校 

祭のなかで、大切なことを学ぶことができたと思います。 

 また、今回の学校祭では西日本豪雨災害の募金の呼びかけもさせて頂きました。 

食券を購入すると同時に沢山の募金にもご協力いただきました。本当に有難うございました。来年の学校祭も

多くのお客様を迎え、成長した姿を見てもらえるよう、日々の学業に努めていきたいと思います。 

 

１年生 土居 由佳 
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私達、看護学生は 12月に浜田医療センターでクリスマス会を開催しました。 

クリスマス会では、病棟の患者さんへクリスマスカードをプレゼントしました。 

また、病棟の二階では、患者さんとご家族に看護学生による歌とハンドベルの 

演奏を披露しました。 

 私は行事運営委員会として、クリスマス会の準備を行いました。準備は、ハ 

ンドベルの演奏とクリスマスカードの作成です。クリスマスカードは、一年生 

全員で作成し、患者さんに少しでも身体が良くなっていただけますようにとい 

う思いで作りました。クリスマス会はハンドベルの音を響かせ、身に来て下さ 

る方々を笑顔にできるような会になりました。私は、患者さんに直接クリスマ 

スカードを渡すことは出来ませんでしたが、喜んで頂けたら幸いです。来年は、 

もっと多くの方に見ていただけるような会にしたいです。 

 

～クリスマス会 2018～ 

１年生 余村 唯 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、12月 8日に広島国際会議場で開催された国立病院看護研究学会に参加 

させていただきました。この学会に参加して、看護師は看護技術を教科書にある 

方法や規則を守って安全に実施するだけではなく、もっと患者さんにとってよい 

方法はないのか、安全に実施する方法はないのか常に改善方法を考えながら働い 

ておられると感じました。看護研究を発表することで、他の病院でも活用し、看 

護を改善していくことができると知り、看護研究の発表の場があることの意義を 

学ぶことができました。また、学会では効率的なプレゼンテーションをするため 

には話す内容の順番が大切になると改めて学びました。初めになぜその看護研究 

を実施したのかの背景、次に看護研究の方法、そして結論、スケールやアンケート 

を用いて評価を行っていて、順序立てての発表は聞いていてとても分かりやすかったです。また、研究の対象

となる患者に対して倫理的配慮を行うことの重要性も学びました。私は、これからの看護研究の講義や演習で

も今回学んだことをいかしていきたいと思います。また、実習では、看護の実際を自分の目で見たりケアを実

施したりしていく中で、どうしたら患者さんの精神的・身体的苦痛をより取り除くことができるのかを考えな

がら関わっていきたいと思います。 

 

～国立病院看護研究学会 2018～ 

２年生 金山 由佳 

12月 8日に、広島県で行われた国立病院看護研究学会に参加しました。 

初めての学会参加でしたが、看護師になるために必要な知識や技術はもちろん、 

現場で働く課題など考えることが沢山あると感じた学会でした。 

その中でも特に印象に残っているのは、金沢大学附属病院前病院長の「高度 

急性期医療の場での抑制しない看護へのチャレンジ」という講演でした。セン 

サーマットゼロをかかげ、患者さんを束縛するのではなく、温かい声かけやタ 

ッチングをしながら、「大丈夫ですよ。ここにいますからね。」と話かけ、患者 

さん一人ひとりに向き合いながら目標を達成することができた事例を話してく 

れました。目標を達成するためには、必ず仲間との連携が大切で、時にはぶつ 

かることも大切だということが改めてわかりました。そのようなチームの連携 

によるチャレンジが、より質の高い看護を提供するために大切だと学びました。 

 

１年生 上田 梨乃 
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12月 5日（水）に 66期生のナーシングセレモニーが行われました。リーダー 

を中心に各係がしっかりと準備してくれて、無事本番を迎えることができました。 

学習発表会の準備と同時進行でしたが、どちらの準備も怠らず 66期生全員で協 

力して行うことができました。リーダーとして大人数の意見をまとめる大変さ、 

協力してもらうことの大切さを知り、行事を運営するには助け合いが必要だと 

改めて考えました。 

練習期間では、何を優先して練習すれば良いか分からず、スムーズに皆を引っ 

張ることができなくて悩みましたが、様々な人からアドバイスをいただき、より 

良い練習をすることができました。前日のリハーサルでは、当日に本番は大丈夫 

かなと心配する場面もありましたが、本番では 1人 1人が自覚を持ち、今までで一番良い誓いの言葉や継

火を見てもらうことができました。66期生は本番に強く、やる時にはやれるクラスだと再認識しました。

今後もクラスのメンバーと協力することや話し合うことが増えていきます。今回のナーシングセレモニー

の様にそれぞれが自覚を持って行動し、どんな壁も乗り越えていきたいです。 

～66期生ナーシングセレモニー～ 

１年生 杉本 玲菜 

 ～誓 い の 言 葉～ 
今日、私たち 66 期生は新たな決意を胸に１人ひとりが理想とする看護の道を歩み始めます。 

看護師を目指す仲間と協力し、切磋琢磨して、豊富な知識と正確な技術を身に着けるために、努力を重ねます。 

自身の健康を保持し、患者さんの思いを受け止め、尊重し、笑顔で寄り添える看護が行えるよう、向上心を持ち続けます。 

いついかなる時も、私たちを支えて下さるすべての方々への感謝の心を忘れず、 

すべての患者さんに愛と希望を与えられる看護師を目指します。 

以上のことを誓います。 
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12月 5日（水）にナーシングセレモニーと学習発表会が行われました。今年から 

新しく始まった学習発表会では、入学してからこれまでに勉強してきた学習内容と 

ベッドメイキングや寝衣交換などの看護技術を発表しました。ナーシングセレモニー 

の準備と並行しながら学習発表会の準備をするのは、忙しく大変なこともありました 

が、仲間と協力してお互いに助け合いながら取り組むことができたと私は思います。 

本番では、一人一人が一生懸命になって練習した成果が発揮されていて、温かい雰囲 

気の中で発表をすることができました。保護者の方々にこれまで私たち 66期生が頑 

張ってきたところを見てもらうことができ、とても充実した学習発表会になりました。 

これから少しずつ実習も増え、授業もより専門的なことを学ぶようになり、目の前 

のことばかりになってしまうと思いますが、そんな時こそ、ナーシングセレモニーでの誓い言葉を思い出して看護

師になるために努力していきたいです。今回の学習発表会を通して、助け合うことの大切さを改めて感じることが

でき、とても良い経験になりました。協力することや意見をお互いに言い合うことで、より一層クラスの団結力が

高まったと思います。このことを今後の学校生活にも生かしていきたいです。 

１年生 石橋 奈々 

ベッドメイキング 寝衣交換 

車イス移乗 

～66期生学習発表会～ 

まとめ発表 
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2年生は平成 30年 9月 4日から 9月 21日の間、小児看護学実習Ⅰで市内４ヵ 

所の幼稚園・保育園に分かれて実習を行いました。今回の実習で子どもと関わり 

ながら、子どもの特徴や援助を学ぶことができました。年齢での成長・発達の違 

いはもちろん、月齢においても違いは大きく一人ひとりに応じた声かけや関わり 

の重要性を学ぶ機会となりました。 

 実習の中で成長発達の過程にある子どもに必要な栄養や食材を好き嫌いなく食 

べてもらうことを目標に健康教育として劇を演じて食育を行いました。その際に 

子どもが集中できる時間や興味のあるものなど特徴を踏まえ、理解してもらえる 

よう心掛けたことで園児たちが昼食時に食べものに興味を持ちながら食事をして 

いたことがとても嬉しかったです。 

 幼稚園にいる間、さみしくてなかなか離れられない子どももいました。そのような子に対して、どのように関わ

れば不安を軽減することが出来るのか試行錯誤しました。 

次回の小児看護学実習では、外来や入院中の子どもたちと関わります。病棟で治療を受けている過程では様々な

不安を抱えている親から子どもが多いと思います。子どもたちが少しでも安心して過ごせるような関わり方をして

いきたいです。また病気や入院によって食事、遊び方、社会性の発達など、様々な場面での制限がある中でも個性

を大切にし、一つ一つの子どもの成長発達の機会を逃さないよう関わっていきたいです。 

 

～65期生小児看護学実習Ⅰ・老年看護学実習Ⅰまとめの会～ 

２年生 曽田 綾美 
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2年生は、平成 30年 9月 4日から 9月 12日まで、老年看護学実習Ⅰの為、ケアハ 

ウス美川とシルバー人材センターに行き、実習を行いました。私の実習前の老年観は、 

高齢者は年齢に応じて体に負担がかかり、認知機能の衰えがあると感じていました。 

しかし２つの施設を訪問させていただき、改めて同じ年齢でも衰えには個人差がある 

ということを感じました。このような学びから私は、今後の老年看護を考え直しまし 

た。衰えには個人差があるため自分の価値観でこの世代の人はこのようなことがある 

からと決めつけず、その人にしっかり寄り添って観察し、その人にあった看護を考え 

なければなりません。また、同じ疾患にかかった同じ年齢の方であっても、価値観の 

違いから生活習慣も違い、合併症や予後なども変化するため、疾患だけを見つめるの 

ではなく一人ひとりの価値観や個人差をしっかりアセスメントして、個別性のある看 

護を行っていきたいと改めて思いました。今回の学びを今後の実習に役立てたいと思います。 

 

２年生 高橋 深月 
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国家試験対策学習係 

（左から）坂田 雅輝、萬 百香、和久利 夏美 

 

私たちは、クラスの得意分野・苦手分野を把握し、

みんなの思いを尊重できるよう対応したいす！！ 

64 期生（3 年生）：国家試験対策学習の特別講義を受けて 
東京アカデミー：吉川 久美子 先生、ありがとうございました！！ 

64 期生 坂田 雅輝 

東京アカデミーの講習では、模試試験の傾向から苦手分野

について要点を絞った講義が行われました。吉川先生は、疾

患の発生機序や特徴的な症状、分野別の勉強法など多くの事

を分かりやすく説明して下さり、時にユニークな発想で説明

が行われ楽しく受講をしました。 

 約２ヶ月後に国家試験を控え、焦燥感がある中、クラスメ

イトとともに分からないところは互いに教え合い、少しでも

知識が身に着くよう勉強を重ねています。国家試験に向けて

の勉強はどこまでしても「十分」だという安心感はなく、不

安になることもありますが、合格を目標に精一杯努力してい

きます。 

64 期生 和久利 夏美 

吉川先生の講習を受けて、自分の理解度の浅さや物事

を関連付けて考えられていない事に気が付くことができ

ました。模試の結果から勉強方法の助言を頂いたので、

学習に対する意欲が湧きました。 

 

 

64 期生 スローガン 

全員合格・健康第一！！ 
  

   64 期生  萬 百香 

7 月にも吉川先生の講習を受けましたが、今回は休憩中に

多くの学生が先生に質問したり、今の自分の状況や勉強方法

についてアドバイスをもらっており、64 期全体で国試に向け

ての意識が高まっているように感じました。今回は、前日に

行った模試の解説をしてもらい、疾病の発生機序を理解して

順序を追って考える事が大切であると改めて感じました。ま

た、解説だけではなく、国試の傾向やどういうところで点を

取っていくのか、当日の事などいろいろな話をしてもらい、

国試のイメージもできて良かったと感じました。 

 

 

～第 108回看護師国家試験に向けて～ 
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1月 9日（水）に、JR浜田駅の駅長さんから合格切符をいただきました。また、1月

16日（水）には、浜田医療センター看護師長会を代表して坪倉看護部長と前田師長より応

援グッズをいただきました。 

たくさんの方からの応援に感謝し、当日はしっかりと体調を整えて試験に臨みます！ 

～看護師国家試験激励～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス 

今後の予定 
２０１９年 

  

２月 １７日（日） 第１０８回看護師国家試験 

 

３月  ６日（水） 卒業式 

 

３月 １５日（金） 終業式 春季休暇 4/4（木）まで 

 

３月 ２２日（金） 第１０８回看護師国家試験合格発表 

 

４月  ５日（金）  始業式 

 

４月  ６日（土）  オープンスクール 

 

４月 １０日（水）  入学式 


